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三原市の人口
(9月30日現在)

世帯数 43,734世帯（＋299）

人　口 104,853人 （－588）

男 50,344人 （－241）

女 54,509人 （－347）
（ ）内は前年同月との比較

あ
・
と
・
が
・
き

資源保護のため「広報みはら」は再生紙および大豆インクを使用しています。
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税
の
納
期

◎
国
民
健
康
保
険
税(

第
５
期)

◎
介
護
保
険
料
普
通
徴
収(

第
５
期)

納
期
限
　
11
月
30
日(

金)
※
税
金
・
保
険
料
は
納
期
限
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

④ 

国重要文化財  木造狛犬　一対
指定　大正6年 八幡町 御調八幡宮

⑧ 

鎌倉時代 

御調八幡宮
（やはた川自然公園）

山陽自動車道・三原久井I.C
から、御調町方面へ車で5分
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問い合わせ先

御調八幡宮(▹0848≎8652)

桑原八千代さん

御調八幡宮禰宜

(八幡町宮内)
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そ
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ま

い

ぬ
あ

う

ん

か 

き

つ

と
空
を
見
上
げ
れ
ば
雲
が
う

ろ
こ
状
に
な
っ
て
い
て
、
す

っ
か
り
秋
ら
し
い
季
候
に
な
り
ま

し
た
。
先
月
14
日
に
は
、
芸
術
文

化
セ
ン
タ
ー
ポ
ポ
ロ
が
開
館
し
、

芸
術
の
秋
は
こ
れ
か
ら
本
番
を
迎

え
ま
す
。
開
館
記
念
式
典
に
は
、

多
く
の
市
民
が
笑
顔
で
訪
れ
、
ポ

ポ
ロ
へ
の
大
き
な
期
待
を
感
じ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
寒
く

な
り
ま
す
が
、
豊
か
な
芸
術
と
文

化
で
心
の
中
に
温
か
い
火
を
と
も

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
▼
少
し

気
の
早
い
話
で
す
が
、
皆
さ
ん
は

ど
の
よ
う
な
年
賀
状
を
作
っ
て
い

ま
す
か
？
一
枚
一
枚
工
夫
を
凝
ら

し
た
手
作
り
の
年
賀
状
、
パ
ソ
コ

ン
を
駆
使
し
て
作
ら
れ
た
年
賀

状
、
年
賀
状
は
送
っ
て
い
な
い
と

い
う
人
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
広
報
み
は
ら
で
は
、
来
年

１
月
号
の
表
紙
を
飾
る
手
作
り

の

年

賀

状

を

募

集

し

ま

す

。

皆
さ
ん
、

奮
っ
て

ご
応
募

く
だ
さ

い
。(

あ)

ふ

　
あ
な
た
の
年
賀
状
を
広
報
に
載
せ

て
み
ま
せ
ん
か
。
題
材
は
自
由
で
す
。

力
作
を
待
っ
て
い
ま
す
。

掲
載
・
審
査
　
来
年
１
月
号
表
紙
に
約
70

枚
掲
載
し
ま
す
。紙
面
の
都
合
上
、応

募
多
数
の
場
合
は
選
考
し
ま
す
。

※
一
人
１
作
品
、
手
作
り
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

※
営
利
目
的
・
写
真
入
り
・
パ
ソ
コ
ン

で
制
作
の
も
の
・
そ
の
他
年
賀
状
と
し

て
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の

は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

※
掲
載
・
未
掲
載
の
問
い
合
わ
せ
と
、

応
募
作
品
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
年
賀
状
作
品
︵
裏
面
︶
に
、
住
所
・
名

前
な
ど
の
個
人
情
報
は
記
入
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
　
12
月
12
日(

水) (

当
日
必

着)

ま
で
に
、
は
が
き
の
裏
面
に
は

年
賀
状
作
品
、
表
面
に
は
住
所
、
名

前
、
年
齢
を
記
入
し
、
秘
書
広
報
課 

︵
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手
作
り
年
賀
状
を
募
集

　
御
調
八
幡
宮
は
、
和
気
清
麻
呂
の
姉
法

均
尼
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
奥

宮
が
鎮
座
す
る
龍
王
山
︵
標
高
６
６
５

ｍ
︶
に
源
を
発
し
た
八
幡
川
の
清
流
が
境

内
を
流
れ
、
鬱
蒼
と
し
た
社
叢
林
の
ヒ
ノ

キ
・
ス
ギ
の
大
木
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
環

境
の
な
か
に
あ
り
ま
す
。

　
木
造
狛
犬
は
、
い
ず
れ
も
寄
木
造
で
口

を
開
け
た
阿
像
が
像
高
７
７
・
８
㎝
、
口

を
つ
む
い
だ
吽
像
が
７
９
・
８
㎝
で
す
。

四
肢
が
太
く
、
胸
板
が
厚
く
、
豊
か
な
た

て
が
み
を
も
っ
て
い
ま
す
。
収
蔵
庫
へ
納

め
ら
れ
る
前
は
、
本
殿
の
内
陣
の
御
扉
の

前
で
、
大
き
く
見
開
い
た
眼
で
邪
悪
が
侵

入
し
な
い
よ
う
に
見
張
っ
て
い
ま
し
た
。

全
体
に
細
身
の
犬
型
と
四
肢
が
太
く
短
い

獅
子
型
に
分
類
す
れ
ば
、
獅
子
型
に
あ
た

り
ま
す
。
全
身
に
力
強
さ
が
み
な
ぎ
っ
て

お
り
、
作
風
か
ら
鎌
倉
時
代
の
作
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
大
正
時
代
の
修
理
ま
で

腹
部
に
﹁
嘉
吉
﹂
の
年
号
が
認
め
ら
れ
た

と
い
い
、
社
伝
に
よ
る
と
室
町
幕
府
八
代

将
軍
足
利
義
政
の
寄
進
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
管
理
を

し
て
い
る

禰
宜
の
桑

原
八
千
代

さ

ん(

三

原
市
文
化

財
保
護
審

議
会
委
員)

は
﹁
毎
年

狛
犬
を
見

る
た
め
に

わ
ざ
わ
ざ

遠
く
か
ら
訪
れ
る
人
も
い
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
あ
る
な
か
で
、
一
番
人
気
が
あ
り
ま

す
﹂
、
二
躯
の
狛
犬
を
指
し
な
が
ら
﹁
恐
い

顔
を
し
て
睨
み
つ
け
て
い
ま
す
が
、
よ
く

見
れ
ば
愛
嬌
が
あ
る
ん
で
す
よ
﹂
と
慈
し

む
眼
差
し
で
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　
御
調
八
幡
宮
は
、
17
件
の
国
、
県
、
市

の
重
要
文
化
財
、
無
形
民
俗
文
化
財
、
天

然
記
念
物
の
ほ
か
、
多
く
の
文
化
財
が
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
春
は
桜
、
夏
は
﹁
や

は
た
川
自
然
公
園ā

で
川
遊
び
や
キ
ャ
ン

プ
、
秋
は
紅
葉
狩
り
と
四
季
折
々
の
魅
力

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。


